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東京多摩ブリーンロータリー・クラブ
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Weekly Report
― 手を賞そう1 そして強く握ろう!
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親塵活動委員会 加藤喜三郎

◎ロータリーソング「それでこそロー●り刊 先日は横キの文化体吉館で全日本ジュニア体燥大会

があり 予 遷を通過し 11月 に埼玉である'― ルジ

ャ′(ン('日本)の出場権を獲得しましF ハ ン'イ !

大な 試 二 花 火大会 お疲れ様でしナL特 に親魅委員会の営さん
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2週 間本:りの例会です 皆様夏休みは如何でしたでしょ,力、関

戸′)花火大会では生憎の天気でした力ヽ 親睦孝誇 引升害さん

在鞠 政出さん 刀嗅 さん ど 誉労様でした.

本日例会後亭サ局にてせ例理事会を開催ましま・■

お歯 言になりまし,ュ

占文 お 客様ようこそど告さん ム し振りでコjt

英也 」 門ヽさんの卓話 楽 しみにましておりまi

を 全 日本ジュニアテ‐スではがベスト8で した 中学生

の生在はダ/rレスで全日本で回坊しました

申

◎前年度会務報告

幕 藤 哉

直前会長 1頓  ― 郎

7月の出「nt字828品 をカウ`す―事務所に手時 し去した

□首 :稲城 Rt週報 ,― ターアクトtL既 報誌 「Pitt walkerJ

日境■き医師口のニュースレター.

東京飛火野Кより例会変更わ`来ていtti

防早ケイ子 8/5花 火残念でした 参れ■の皆様ご誉狩 3した,

」Lti 均 ラ 今 午は何という天気なのでしょう。もう 私 てすカュ

萩生国政由 先 日の花火大会 氏 合でした !

海野 柴   お 久し振りで ,

イ城 章 員 小 四さん 毒 iを堂しくお願いしまi

tt "範  小 田さん 卓 話楽しみにしておりまえ

吉井 信 夫 7月 5日 し()関 ■花火大会に 「孫6人Jを rrtて参

加させてHき有難うございました.J増 の集 真 市で

したが 楽しませて頂きました 親に活動委員会の皆

様ヨ調 中し上げま,1雨 のH(本 ■にごと労様でし

r

力旺澤率事に 夏 の来ない夏で,It

事務局より 花 火大会=次会のお釣りで■

前中支会i報 告につきまして、理事会で通りましナ=お 手元の資

料について小ホ会長より報告がこざいますので よろしくお願い

いたしま11

倭 員軸

◎出席親皓             出 席奏員会 J球   正

会目裕教    43名

1席義務者欺  42名 ぐ1席免14f2名 )

出席者数    36名

大岸熊散      6名 (草前MUl名 )

出席手  88 10t/t

欠席 者 〔ホFE 木確 催原 正 範 平 野 行 度

小京  博  自 由 和 FFE ttF. 佐二

柿慎MU,赤 尾 木 確 8,7 地区■次委員会

7/30 輸 出席軍 85 7196

3/5  最 終訂正出席率 78 57%

日の合計¥23 400(果 計¥130 130)

◎視塵活動委員会            景 員長 伊 澤ケイ子

9月 6日 「よこやまの道歩こう会Jの 参力回呼附け

◎SAA奏 員会             委 離  れ 本 約

ru・ll会議 ●月2日)参加の呼掛け

◎劫レフ同推                湖 H 昇

会長杯取りt71り■レフヘの参加呼掛け
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[例会場]京 =フ ラサホテル多摩 たまつまさ4暗

[倒会日]● 毎遺水曜日1230 0月 の最終例会1330

[会 長 〕大74銀二 障  夢 3藤 本百支

[クラブ会憲委員飼 赤尾泰連 [目 委員飼 正房正孝

〔委 員 〕遠藤二郎 平野行辰 佐ね和腐 重川男 高本厚光 由井頂詞 」ヽ国義慢
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3クラブ合同様習試合の案内

◎クラブ会報奏員

会員の声コーナー獅 紙の説Bll

∝ 篤 「PHlntllEM 小日 壊 機

「司法制rrF申 設勘

に基づき内閣に 「司法制度改革

鏑 力設 置さrF_13人 の

弁護士等の法曹、有識者らで構

成され 約 2年 の審議を経て

判戎13年 6月 12日に「司法何度

果綱園と干し敦田に比べると 随 つ野菜

畑は祖父と手伝いのウィンおじさんの手

が二倍t)47uつ,■畑を鋤 たヽり 種 を播

いたり、肥料をやつたり 新 したり、草取

りをしたり じ ゃが手の広取りなどいろい

ろと手み'■が老要だつた 果欄ヨの方は奈

り手力鞘 =らす ま ぐさ畑の方は 納屋の

回りで拾った牛糞を手押し車に 二台分も

ていナ■ポールと仲真しだったおじさんの一家は大家族t食料も沢

は芝要だつたので、秋には手押し=に じゃがキを一痢漬んで家へ,

V てヽV っヽス■

野菜の生育期になると 畑 で1れ ろヽいると面白いことが起きた

春先には レタスと二十日大根が芽を吹き始めて豊作の生抑れを務

めテ■祖父が準備しておいた「子Jこ早咲きのえんどうが結みユ台め

ウィンおじさんがt_■から切ってきて畝一杯に指しておいた添え

木には、さやBつ 葺が者き付き始める。

何と言つても、家庭剰国で取れた野勲ま祖父とウィンおじさんの

汗の結品で どれもこれもうちの畑で取れたものだと思うとポール

には菊清らしく見えた

高木 淳光

由井 民司

改革審議会意見罰 力壊 されチ毛この意見ヨこ盛らイした改革知ま、

「司法制度改革推進rtl及び 「司法制度改革推進計画 に数 〕き設置

された各種検討委員会による経過を経て 判 求16年 11月卸 日を

日途として逐次法知 ヒされ 実現されていく諭画となっている。ご

見言は、改革の 3つの柱を当すており、1つが国民の司法参加とな

っている.「裁判員制章Jは 刑事司法手続きへの国民の参加の制度

として章入"提 案されている()のである 音見書では0長本的紙

C裁 判員の自上方法、裁判員の義務等、C内象となる刑事事件 0

公判抗 上訴の4つの事項について裁判自判度のあるべき基本的

方向を示している この意見書の示した力拘に沿つて 現在 「裁判

員常」賢 刑事検討剣 において、その尉打ヒ 法案化に向けての作

業が進行中である新しし端J度であるため 制度の導入に批判的な

意見も強く 1輪 調査の結果でせおよ"｀多し、制度の成立までには

打奈曲折が予想される。この制度は、国民の義務という側両もあり

国民に相当の負担を強いるものであるから関心を持って今後の推

移を見守る必要がある。

【ロータリ‐知調  入 円編
ロータリ‐の誕生とその痢畏

各自の社草場を持ち回りて会合を開いたことからロータリークデ |

ブと名付けられ 1905年 2月 23日 、シカJク ラブが誕■し

その後志を同じくするクラブが全米4地 に■まれ 更 に全世界に ‐

発展して 昨 年末31 314ク ラブ 全 員数 1 22方 人にとし !

たとのRI公 求発表がわりました

20姉 3初頭のシカゴの伽ま者しし北会経済の発展の陰で高道徳

の火タロが目1ゴ」くようになっていましr_青 年弁護上京―ルツ リヽ

スは この風期に耐え力おて 力 (3人 と語らい お 二いの言頼

できる公正な取引をし 仕 事の付き合いがその主主友人剤系に発

展するような仲間を増やしたい という趣言で会合を考えまし「

ロータリーは歴鄭うから見ても職渋鯉 を重んじる職業大,実 ま

りでありその細徴が世界各地に拡大するにつれ 地 域社会から幅

広し毒仕活動を求められるようになり多方面に渡り多大な社会貢

献をしていま|■因みに、当クラブは199は∞ o5倉」立 伯Ⅲ立会員

33名)日 本では1925番 日のクラれ
!―一イ

〃←ッ″ ハノスを務クの心7L‐r Parを ク

祖父α妄 の剰朝ヨ 野東畑と干し草畑は同じ億内にあった リン

ゴやスグリの木は じ ゃ力守  い んげん レ タス 二 十日大根 か

ぶ、キャベツ、砂格大根などの傾分には敬青を払つて お 互t こヽそ

の領分を荒らすことすなかつナ与

細 て`守 J首 モンイ草やクローバーか沢山町 ↓ナ■

野栄如は岩だらけだつた力ヽ 祖父とウインおじさんは非常に大量

の資料を取り入れていました じゃが手だけ

でt)畑の存在価値ま十分あり 畑 にはブ■―

と言,赤い,Lヘ プロンと言う白いセ 甲 夫

きのバラ等を植えていたが 主 力(シ 一`人ン

ク種のじゃが芋だつた( ウィンおじさんは自

分に割り当てられたrtrで じ ゃヵ章 作りに全

力を上げ キ のことを 「タティーれ と言っ

銀 紳 藤

(今週の担肖 由井 長司)

特別事業A夕昨 プ実行委員会 宮 付  宏

普段スポーツに接する機会の少ない嘩 和 )方 峰端子使

用のカ カSアメリカで1シ ス`ケットボール、パレーボー′ス

テ‐スに果じて活躍している姿をテレビ 新 聞 続 占年で

よく兄力|ナまiそ の人たち十却章奇をであるにもわ均"ら

ず健常者に負けないぐらい ま たそねメ上にスポ
ーンをエ

ンジョイしていまi実 行委員会帥 辺に対主いの

方で草村コ劇司の方を対象に テ ニスレンスンに参加して

いただくことによつて、テニス、スポーツを楽しんでいた

だくきっ力|ナに'燕 まと籾 IJ事業を|■可しましナ島

◎縫


